平成２３年１月申請分より、長期優良住宅の適切な維持保全を確保するため、定期点検等実施予定者を認定申請書第４面「２．建築後の住宅の維持保全の方法及び期間」欄に記載していただくことになりました。

【定期点検等実施予定者の記載例】

第一号様式（第二条関係）
（第四面：法第５条第１項又は第２項の規定に基づく申請の場合）

２．建築後の住宅の維持保全の方法及び期間
	維持保全の方法：株式会社○○工務店による点検・保証システムを実施
　　　　　　　　（●●県○○市△△番地　電話：００００－００－００００）
【別添の維持保全計画書参照】
維持保全の期間：３０年


＜「２．建築後の住宅の維持保全の方法及び期間」の記載上の注意＞
※定期点検等実施予定者の名称、所在地、連絡先（電話番号）を記載して下さい。

　住宅メーカー等で支店等がある場合は、実際に点検を行う支店名、所在地等を記載下さい。
※定期点検等実施予定者を申請時点で確定しない場合、認定計画実施者（申請者本人）が責任を持って定期点検等を実施する旨を記載下さい。（所在地についての記載は不要です。）

※「定期点検等実施予定者」とは、今後長期優良住宅の維持保全のため、認定計画実施者の

　要請等を受け、定期点検等の必要な実務を担当すると想定される事業者のことをいいます。


